
伊賀市　事務事業事前評価シート 新規・施設の建設

コード 名               称
担当部課名 生活環境部市民生活課

事 業 名 3031 (仮称）治田ふれあいプラザ整備事業
作成者氏名 坂口孝一

基本施策 26 環境問題に協働して取り組む
連   絡   先 ２２－９６３９（内線２５１２）

事業の計画・内容

建
設
目
的

地域の環境の拠点として、地域住民の生活改善の場であり、文化・福
祉の活動の場として、住民と地域が主体となったまちづくりの実現を
図っていくため、（仮称）治田ふれあいプラザの設備が必要となる。

建
設
内
容

１　建設用地 治田地区

２　建設面積（延床面積）

３　規模・構造

４　総事業費（千円） 154,921

投入資源 運営体制の予定
H19 H20 H21 １　運営主体 □直営 □指定管理 □民間委託

①投入人員 正規職員 （人） 0.6 0.6 （委託先： 　 ）
２　配置予定人員 0 人

３　年間運営費 0 千円

人件費合計（A） 4,320 4,320 0 ４　市内の主な類似施設
無

②支出内訳 事業費（B) 24,403 154,921 0

（千円） 委託料 9,103

工事費 15,000 154,875 事業年度
修繕 開始年度 平成 19 年度 終了年度 平成 年度

その他 300 46

合計（A+B) 28,723 159,241 0 事業計画（※同内容の資料がある場合、添付でも可）
③財源内訳 特定財源 国県支出金

区分
年　　　　　　　　　度

（千円） 地方債 H19 H20 H21 H22 H23

受益者負担
設計委託

その他特財
一般財源 28,723 159,241 0

工事
上記①～③に関する特記事項

評価指標
事業の成果を測る指標 指標設定の考え方 目　　　標

（仮称）治田ふれあいプラザ建設 １９年度から２０年度までの整備目標
平成 20 年度

平成２１年度供用開始

評
　
　
　
　
　
　
　
価

必要性 4
地域の環境政策の拠点として、地域住民の生活改善の場であり、文化・福祉の活動の場として、住民と地域が主体と
なったまちづくりの実現を図っていくため（仮称）治田ふれあいプラザの整備が必要。

有効性 4
(仮称）治田ふれあいプラザは、環境問題解決において直接住民と接する窓口で、各種の施策を円滑に、また、迅速に
進める役割を担う場として、意見集約や事業など活動の展開が図られ、住民の環境施策の満足度があがる。

効率性 4 治田ふれあいプラザの機能等については、地域の実情に合った整備を行う。

総合評価

Ａ
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